
 

 

 

 

 東京でも桜開花が発表された平成２８年
３月２１日（月：春分の日振替休日）午後
１時より午後５時半、東京・茗荷谷の筑波
大学東京キャンパス文京校舎で《第５回科
学技術教育フォーラム》～産官学共創のア
クティブ・ラーニング～が開催されました。 
 日本品質管理学会、統計数理研究所、日
本統計学会、応用統計学会、日本信頼性学
会主催、文部科学省、総務省後援、日本科
学技術連盟、日本規格協会、統計関連学会
連合の協賛を頂き開催したものです。 

過去４回の《科学技術教育フォーラム》
は産官学の連携により統計教育や問題解決
教育について講演やパネルディスカッショ
ンを行ってきましたが、今回は「初等中等
高等教育におけるアクティブ・ラーニング」
に焦点を絞り講演と議論が行われました。 

今回の第５回目は次期学習指導要領の改
訂で盛り込まれるといわれる「アクティ
ブ・ラーニング」をテーマに、長尾篤志先
生による基調講演、第一部は日本品質管理
学会ＴＱＥ特別委員会の鈴木委員長による
「日本的品質管理の父・石川馨先生の教え
とアクティブ・ラーニング」、第二部は「問
題解決のためのアクティブ・ラーニング教
材」実践事例並びに教材、第三部パネルデ
ィスカッションの三部構成で行われました。 
筑波大学のご厚意によりお借りした教室

は９０席、今回はより実践的な内容「アク
ティブ・ラーニング」をテーマに８０名を
募集としたところ、北海道から九州まで全
国から申込みがあり、会場はほぼ満席、事
務局やスタッフは廊下で聴講、春の陽気を
超える熱気が室内を覆い、上着を脱いで汗
をかきながらの４時間半となりました。
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事
象

課 題

結 果

（2）活用・意味付け

（2）数学化

考察・処理

（3）各場面で言語活動を充実

過程の振り返り
再課題化

（1）

1科学技術教育フォーラム

「アクティブ・ラーニング」⇒数学的活動の充実

  

 

 

 

 

 

 

 品質管理学会のＴＱＥ

特別委員会も発足５年、毎

年暮れに開催していたフ

ォーラムを、昨年から春休

みの時期に開催している

が、今回も素晴らしい実践

事例を紹介するので楽し

みにしてほしいと開会挨

拶を行いました。 

 開会挨拶に続き文部科学

省初等中等教育局視学官

の長尾篤志先生による基

調講演が行われました。 

最初に昭和２２年の学

校教育法に始まる「学習指

導要領」の変遷、平成２０

年から２１年の改訂で強

調された「生きる力」の育

成、さらに今後の改訂に向

けて取組んでいる方向に

ついて講演頂きました。 

どのように社会・世界と

関わり、よりよい人生を送

るか、何を知っているか、

何ができるか、知っている

こと・できることをどう使

うか、主体的・協働的学び

「アクティブ・ラーニング

の視点からの不断の授業

改善」が必要と強調、既に

詳細は文部科学省のホー

ムページにも掲載されて

おり、ぜひご覧頂きたいと

紹介されました。 

  第５回《科学技術教育フォーラム》は東京学芸大学の西村

圭一先生の総合司会で進行しました。 

 開催前には参加者に非常時の際の避難誘導などが説明さ

れ、午後１時ちょうど、主催者を代表して、日本品質管理学

会の椿広計会長を紹介、続いて基調講演とフォーラムがスタ

ートしました。 
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本フォーラムの実行委

員長・電気通信大学教授の

鈴木和幸先生が登壇。 

第二次世界大戦後の奇

跡の復興を成し遂げる原

動力となった日本的品質

管理やＱＣサークル生み

の親・石川馨博士の教えと

アクティブ・ラーニングに

ついて講演を行いました。 

事実を現場でデータに

基づき問題発見し、全員参

加で解決する三現主義に

基づくファクトコントロ

ール、ＰＤＣＡを確実に回

すためにはＣＡＰＤｏが

重要と解説、問題解決には

日々一歩ずつ“喜び”を味

わい「アクティブ・ラーニ

ング」の実践が成長に役立

つと強調しました。 

 

 

第二部はアクティブ・ラ

ーニングの実践事例教材

などを紹介するもので最

初は広島大学附属東雲小

学校教諭の松島充先生が

登壇「ジグソー法を取り入

れたアクティブ・ラーニン

グ」をテーマに小学校での

事例を紹介頂きました。 

２種類のグループ学習

を組合せたジグソー学習

法で、野球好きの生徒が多

い同校でなんとか広島カ

ープを優勝させたいとの

思いから「アイスクリーム

屋さんを開店しよう」をテ

ーマに、価格、広告、出店

計画など、経営的に成立た

せる問題解決法を自主的

に考え、実践してみるとい

うユニークな教材を紹介

頂きました。 
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続いて登壇した高橋広

明先生は、ＴＱＥ特別委員

会に参加しており、今回は

「問題可決を重視したア

クティブ・ラーニング教

材」をテーマに、スーパー

マーケットで買い物をす

る際に発行されるレシー

トを題材に、そのレシート

にある買い物の傾向を把

握しようという、まさにビ

ッグデータ時代にスーパ

ーマーケットやコンビニ

における商品展示に活用

されている実践的テーマ

に取り組んだ事例でした。 

中学１年生から３年生

まで各学年ごとに使用す

るグラフや手法を学ぶこ

とができ、具体的で継続的

な展開により社会的な側

面と数学的な側面を学ぶ

実践的な教材が紹介され

ました。 

 

初等中等統計教育支援

を目的に設けられたＴＱ
Ｅ特別委員会の設立メン

バーの一人でもある慶應
義塾大学大学院教授の渡

辺美智子先生が登壇、カナ
ダで考案され、今では英連

邦諸国はじめ幅広く活用
されているＰＰＤＡＣメ

ソッドは、数学におけるデ
ータ分析だけではなく、理

科「課題研究」、情報分野
「問題解決」、社会「統計

資料」、国語「論理的説明」、
英語「図表の説明」、新科

目「数理探求」などに用途
は広がっていること。 

また、全国ＳＧＨ幹事校
の筑波大学附属高等学校

が開発したグローバルリ
ーダーが持つべきＰＰＤ

ＡＣ問題解決能力評価尺
度も紹介されました。 

ＳＧＨ：Super Global High-Schoolの略 
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渡辺先生が紹介した「統

計的問題解決のためのＰ

ＰＤＡＣメソッドの活用」

を実践している事例とし

て、筑波大学がカナダ・ブ

リテッシュコロンビア大

学との連携で実施してい

る国際化に対応した交流

プログラムの中で求めら

れる問題解決力を身に着

けるため、出発前にＰＰＤ

ＡＣメソッドを学び、帰国

後に報告を行うものです。 

指導した電気通信大学

の山本渉先生、問題解決の

際に必要となるデータ収

集に始まり、グラフ化、連

関図法や親和図法などＱ

Ｃ手法や新ＱＣ七つ道具

など、実際の使用法を指導

したほか、帰国後のまとめ、

発表などに立会い、生徒の

皆さんの吸収力に驚かれ

たことが報告されました。 
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 総合司会を担当頂いた

西村先生にも加わって頂

き行われたパネルディス

カッションでは司会を椿

先生にバトンタッチ、最初

に西村先生が「学校教育に

おける“問題”、“問題解

決”の再考」をテーマに発

表を行いました。 

 アクティブ・ラーニング

を実践するために初等・中

等学校で先生方が取組ま

れる際の苦労点など、教育

最前線を見学された西村

先生の経験の中から事例

を紹介して頂きました。 

 その後、基調講演から第

一部、第二部の講演に対す

る質疑応答が行われ、教育

関係者だけではなく、産業

界の研修担当者などから

の質問も相次ぎ、活発な議

論が繰り広げられました。 

 

 

 

 最後にＴＱＥ特別委員会の委員の一人、職業能力開発総合
大学校教授の入倉則夫先生が挨拶に立ち、企業の職場では毎

日のように問題に直面し、その解決に取組んでいるが、これ
こそアクティブ・ラーニング、学校においても自ら問題を発

見し、自主的・自発的に解決に取組む学習こそ実践的であり、
重要と逸話を交えて紹介しました。 

 休日にもかかわらず北海道から九州まで、多数のご参加に
感謝しますと閉会挨拶を行い、午後 5 時半閉会となりました。 
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